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平成２５年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 総務費 2. 広聴事業

1. 総務管理費

5. 広報費 秘書課

（佐倉市）　　

第６章
「ともに生き、支え合うまちづくり」～市民ととも -

に地域の絆をそだてる行政運営～ 平成23年度 -

経常 単独 計画 0 0 103 基本施策７
誰もが必要な情報を得ることができ、自らの意見を 平成24年度 -

市政に反映することができるまちにします 平成25年度 -

施策４
市民意見の市政への反映に努めます 平成26年度 -

平成27年度 -

0

239 239

秘書課が執行する広聴事務に必要な一般管理費的な事業 行政サービスと市民ニーズとの整合を図るため、市民の 市政に寄せられたご意見に迅速かつ適切に対応すること

予算です。 声に耳を傾け、それを市政に反映させます。 で、市民との信頼関係向上につなげ、市民の声が市政に反映されている

と思う市民の割合の向上を図ります。

　所管課が不明確である意見・要望等への対応に 　 　

苦慮しています。

　案件の処理状況の組織的な把握や、市民の声の集約・分析・活用のた

めには、現在の紙ベースの運用では限界があります。

08 40 34 6

09 18 18 0

11 150 189 △39

19 31 0 31

差引一般財源 0 239 0 239


